
御
前
崎
市
は
、
平
成
18
年
度
に
将

来
都
市
像
を「
海
と
緑
が　

き
ら
り

輝
く　
御
前
崎
」
と
定
め
、
平
成
27

年
度
を
目
標
と
す
る「
第
１
次
御
前

崎
市
総
合
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

本
年
度
末
に
そ
の
計
画
が
終
了
す

る
た
め
、
現
在
、
平
成
28
年
度
か
ら

の
10
年
間
を
見
据
え
た「
第
２
次
御

前
崎
市
総
合
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
計
画
は「
ま
ち
の
設
計
図
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は「
自

分
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
か
」
と
い
う
目
標

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

総
合
計
画
と
は
、
将
来
の
御
前
崎

市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
く
の

か
、
何
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
を

考
え
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の

「
未
来
の
ま
ち
の
設
計
図
」。
総
合
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
御
前
崎
市

に
暮
ら
す
誰
も
が
未
来
へ
の
希
望
を

胸
に
抱
き
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
市
民
と
行
政
が
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
が
決
定

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世

界
的
な
経
済
不
況
や
少
子
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
、
環
境
問
題
の
深
刻
化

な
ど
、
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
続
け

て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
に
は
、
ま
ち
の
設
計

図
で
あ
る「
総
合
計
画
」を
定
期
的
に

見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を
踏

ま
え
て「
第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計

画
」
を
検
討
す
る
中
で
、
夢
と
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、

こ
れ
か
ら
の
御
前
崎
市
を
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

平
成
27
年
７
月
、
将
来
都
市
像
と
基

本
目
標
を
合
わ
せ
た「
基
本
構
想
」を

示
し
ま
し
た
。

将
来
の
御
前
崎
市
が
夢
と
希
望
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
発
展
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
市
民
一
人
一
人
が「
私
た

ち
が
つ
く
る
御
前
崎
市
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

子どもたちの
 夢と希望があふれるまち
� 御前崎

第 ２ 次 御 前 崎 市 総 合 計 画

基本構想

「基本構想」は、将来に向けて目指すま
ちの姿です。市民と行政のまちづくり
の指針となり「将来都市像」「基本目標」
などが含まれます。
○基本構想目標年次：平成37年度

基本計画

「基本計画」は、基本構想を実現する
ための10年間の目標などで、主な
施策が含まれます。
○計画期間：
　平成28年度～平成37年度

実施計画

「実施計画」は、基本計画を実現す
るための短期間の計画で、具体的
な事業が含まれます。御前崎市で
は、目標年次を見据えて、毎年見
直します。

総合計画体系図

　平成26年11月から策定を進めている「第２次
御前崎市総合計画」。私たちが暮らす御前崎市が
どんな未来を描くのか、その目標となる基本構想
（案）がまとまりました。
問い合わせ　秘書政策課　☎０５３７�１１６１
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